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【平和の原点は、人間（ひと）の痛みを分かる心】 
 近年、世界では戦争や紛争、感染症、気候変動など一つの国だけでは解決すること

のできない課題が増えています。国や地域によって歴史や文化、考え方は異なります

が、互いの立場を尊重し、対話と協力を重ねていくことの大切さは、これまで以上に

高まっているように感じます。 

 一方、物価高への対応については、消費税の廃止や減税をはじめ、さまざまな考え

方が示されています。どのような政策にも期待される効果がある一方で、財源や社会

保障など、慎重に検討すべき課題があります。近年、「財政ポピュリズムの広がり」

という言葉を耳にすることがありますが、大切なのは、一面的にだけ評価するのでは

なく、その利点と課題の両方に目を向けて進めてもらいたいと思います。私たち大人

には、子どもたちの未来を見据え、持続可能な社会の在り方について、冷静かつ丁寧

に考えていく責任があります。 

将来を担う子どもたちが、平和で安定した社会の中で、安心して自分らしく生きて

いけることは、私たち大人の共通の願いです。そのためにも、目の前の多くの出来事

を一つの見方だけで判断するのではなく、さまざまな立場から考え、相手の声に耳を

傾ける力を育てていくことが大切だと考えています。 

さて、毎年８月６日の広島、そして９日の長崎では、原爆の日に合わせて平和記念

式典が行われます。そこでは、原爆によって亡くなられた方々を追悼するとともに、

被爆の記憶を受け継ぎ、平和への願いを世界へ発信しています。 

思想や信条、国や地域の違いを超えて、人々が平和への思いを共有することには、

大きな意義があります。時に立場を異にする人々であっても、互いの存在を認め、同

じ場で平和について考えることは、対話への大切な一歩になるのではないでしょうか。 

長崎の平和宣言では、鈴木市長から被爆者である吉田勝政さんの次の言葉が紹介さ

れました。「平和の原点は、人間（ひと）の痛みを分かる心を持つこと」 

私は、この言葉が平和の本質を静かに、そして力強く表しているように思います。 

吉田さんは、原爆によって顔に大きな傷を負い、幾度もの手術を受けられました。

その後も周囲の視線を恐れ、人との関わりに苦しんだ時期があったといいます。深い

苦しみを経験された吉田さんの言葉だからこそ、私たちの心に強く響きます。 

平和というと、国と国との関係や世界の大きな出来事を思い浮かべがちです。しか

し、その出発点は、私たち一人ひとりの日常の中にあるのではないでしょうか。 

友達の悲しみに気付くこと。困っている人に声をかけること。自分とは異なる考え

にも耳を傾けること。そして、相手の立場を想像し、その痛みや苦しみに寄り添おう



とすること。こうした小さな行動の積み重ねが、互いを尊重し合える社会につながっ

ていきます。 

学校においても、子どもたちが命の尊さを実感し、自他を大切にする心を育むこと

ができるよう日々の教育活動を積み重ねております。被爆や戦争の記憶を決して風化

させることなく、平和の尊さや大切さを次の世代へ丁寧に伝えていくことは、今を生

きる私たちの重要な責務です。家庭・学校・地域が連携しながら、「人の痛みを理解

し、相手を思いやる心」をともに育んでいきたいと考えております。 
 

【表彰関係】 

〔運動関係〕 
＜近畿大会＞ 個人 出 場 男子 400ｍ自由形 （水泳） 

＜県 大 会＞ 個人 第１位 男子 400ｍ自由形 （水泳） 

＜阪神大会＞  団体 第３位 ソフトボール部 

＜そ の 他＞ 団体 第３位 第 80回兵庫県民スポーツ大会なぎなた大会 

第３位 第 60回兵庫県なぎなた大会 

個人 優 勝 第 66回全国空手道糸東会選手権大会  

中学 1年 女子組手  

優 勝 第 79回兵庫県空手道糸東会選手権大会  

中学 1年 女子組手 

〔文化関係〕 

 啓発イラスト展示会  最優秀賞 

第 36回鬼貫顕彰俳句 佳作（ ３人 ） 

入選（１５人） 
 

【部活動の地域展開後も安心！「東中なごみ寺子屋」を開設します】 

部活動の地域展開が進む中、生徒の皆さんが放課後を安心して過ごせる居場所とし

て、「東中なごみ寺子屋」を開設します。「宿題や自主学習をしたい」「友達と話し

たい」「一人でゆっくり過ごしたい」「地域の方や学生

ボランティアに相談したい」など、それぞれの過ごし方

ができる場所です。ぜひ気軽に利用してください。 

開催曜日  月・火・木・金曜日 

  開催時間  終礼後 ～ 午後 4時 45分 

開催場所  Room B（西館）  

※図書室も利用できる場合があります。 

 ※ 「学ぶ・つながる・ほっとする」  

みんなの「東中なごみ寺子屋」へ、ぜひお越しください。 


